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       著者らはこれまでに円形断面インピーダンス管に８本のマイクロホンを用

いることで，従来の約 3 倍の高周波数まで垂直入射吸音率を測定する方法

（８マイクロホン法）を提案した．本研究では，さらに高周波数までの計

測を目的に，矩形断面インピーダンス管に８マイクロホン法を適用する方

法を検討した． (2, 2)モードの節の交点に４本のマイクロホンを設置するこ

とにより，従来法の４倍の周波数まで計測可能になることを示す．  
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１．はじめに 

吸音材料の垂直入射吸音率の測定には，音

響管（インピーダンス管）を用いる伝達関数

法 1)による装置が広く用いられている．この

方法は，音響管に取り付けられた 2 つのマイ

クロホン間の伝達関数を測定することで，吸

音率を算出する（以降，2 マイクロホン法と

呼ぶ）．測定は音響管内を断面に垂直に音波

が進行する条件で行う必要があることから，

管径によって測定上限周波数が決定される．

このため，高い周波数まで計測を行うには細

い径の管を用いる必要がある．しかしながら，

細い管を用いると試験体のばらつきの影響や

管の内壁への取り付けの影響などにより測定

精度が低下する問題があった．このことから

著者らは，これまでに円形断面の音響管に８

本のマイクロホンを取り付けて計測を行う方

法を提案した 2-4)．この方法は，音響管内の

モードの対称性を用いることで，管内に生じ

る高次モードの影響を除去して，垂直進行成

分のみを抽出する原理に基づいており，従来

の 2 マイクロホン法の約 3 倍の周波数まで計

測が可能である．本研究では，より高い周波

数までの計測を可能にするため，矩形断面の

音響管について検討を行った．まず矩形断面

の音響管内部の音場から複数のマイクロホン

を用いて，垂直進行成分を分離する理論の一

般化を行う．次に音響モードのモード形状に

ついて検討し，この中から (2, 2)モードに着

目することで，8 本のマイクロホンにより高

周波数まで計測可能なことを示す．最後に，

実験により本手法の有効性を示す．  




